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問　生活環境課（☎ 42-2111）

『環境にやさしい行動』のススメ vol.14

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　「
外
来
種
」
～
そ
の
２
～

■
特
定
外
来
生
物
と
は

　
外
来
生
物
法
で
は
、
生
態
系
な

ど
へ
の
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の

あ
る
生
物
を
「
特
定
外
来
生
物
」

と
し
て
指
定
し
、
飼
育
・
栽
培
・

保
管
・
運
搬
、
輸
入
、
販
売
・
譲

渡
、
放
出
な
ど
を
原
則
と
し
て
禁

止
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
規
制

に
違
反
す
る
と
、
最
高
で
懲
役
３

年
、
罰
金
３
０
０
万
円
（
個
人
）

ま
た
は
１
億
円
（
法
人
）
が
科
せ

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
町
内
の
特
定
外
来
生
物

　
町
内
に
は
、
ア
レ
チ
ウ
リ
や
オ

オ
ハ
ン
ゴ
ウ
ソ
ウ
、
オ
オ
キ
ン
ケ

イ
ギ
ク
、
オ
オ
ク
チ
バ
ス
な
ど
が

生
息
し
て
い
ま
す
。

■
防
除
方
法

　

土
中
で
何
年
も
生
き
残
る
た

め
、
頻
回
の
刈
り
取
り
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
オ
オ
ハ
ン
ゴ

ウ
ソ
ウ
、
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は

多
年
草
な
の
で
、
根
が
残
る
と
ま

た
生
え
て
き
ま
す
。
根
元
か
ら
株

ご
と
引
き
抜
き
ま
し
ょ
う
。

　
抜
き
取
っ
た
ア
レ
チ
ウ
リ
等
を

生
き
て
い
る
状
態
で
移
動
・
運
搬

す
る
こ
と
は
、
外
来
生
物
法
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
種
子
や
根
が

飛
び
散
ら
な
い
よ
う
、
袋
に
密
閉

し
て
日
当
た
り
の
よ
い
場
所
な
ど

に
数
日
お
き
、
草
が
枯
れ
た
り
腐

っ
た
り
し
て
か
ら
、
燃
え
る
ご
み

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
10・88
％　

　
こ
の
数
字
は
、
金
ケ
崎
町
に
お

い
て
男
女
が
平
等
で
あ
る
と
感
じ

て
い
る
人
の
割
合
で
す
。
男
性
も

女
性
も
性
別
に
関
わ
ら
ず
対
等
で

あ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
平

成
11
年
に
男
女
共
同
参
画
基
本
法

が
施
行
さ
れ
20
年
が
経
過
し
ま
し

た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
は

ほ
ど
遠
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

問　中央生涯教育センター 社会教育係（☎ 44-4560）

男女共同参画連載①
～多様な生き方が尊重される魅力的なまちを目指して～

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

計
画
で
は
「
多
様
な
生
き
方
が
尊

重
さ
れ
る
魅
力
的
な
ま
ち
金
ケ
崎

～
女
性
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
を
創
る
～
」を
基
本
理
念
に
、

多
様
な
生
き
方
が
尊
重
さ
れ
、
個

性
と
能
力
が
発
揮
で
き
る
ま
ち
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
な
お
、
基
本
計
画
お
よ
び
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
で
き
ま
す
。

マンスリートピックス

■アレチウリ（原産地：北アメリカ）
ウ リ 科 の 一 年
草。葉はザラザ
ラ し 粗 い 毛 を
密 生 し た ツ ル
を 伸 ば し 群 生
す る こ と が 多

い。夏から秋に直径 1㎝程度の黄白色の
花が集まって咲き、鋭い棘を密生した果
実をつける。

■オオハンゴウソウ（原産地：北アメリカ）
キク科の多年。
高さは 0.5 ～ 3
㎝程度になる。
夏 に、 花 弁 が
10 枚程度でや

や垂れ下がった直径 10㎝を超える大き
な黄色い花を咲かせる。葉は毛が生えて
いて触るとザラザラしている。

《出典：環境省》

　
本
年
度
か
ら
新
し
く
第
３
次
金
ケ
崎
町
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
の
連
載
で
は
、計
画
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、

男
女
共
同
参
画
の
考
え
方
や
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

第３次金ケ崎町男女共同参画基本計画
《基本理念》
多様な生き方が尊重される魅力的なまち　金ケ崎　
～女性にとって暮らしやすいまちを創る～
■成果指標　社会全体として男女の地位が平等であ
ると感じている人の割合

《基本的視点》
①一人一人の「気づき」を促す啓発活動
②人権に配慮した安全安心の確保

《基本目標》
①多様な生き方を選択できる社会の実現
　▶地域・家庭での男女共同参画の推進
　▶政策・方針決定の場への女性の参加推進
　▶学習機会の充実と推進体制の整備
②安全安心な暮らしの実現
　▶男女間のあらゆる暴力の根絶
　▶防災・減災体制の強化
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「私たちの交通安全への誓い」署名活動を実施します
～交通安全誓約書～

　町と町交通安全対策協議会は、交通事故のない安全で安心な金ケ崎町を築くため、交通安全誓約書
の署名活動を実施します。
　この活動には、町民や町内に勤務している人たちに、正しい交通ルールを守り、思いやりのある交
通マナーの実践に努めることを誓約していただき、交通安全思想の普及啓発を図る目的があります。
　昨年は、皆さんのご協力により12,495 人の署名をいただき、奥州警察署長へ提出しました。
　今年も趣旨をご理解いただき、署名活動にご協力いただきますようお願いします。
　なお、署名文書は班回覧で各家庭に回ります。
■署名対象者　町民や町内企業に勤務している16歳以上の人（中学生については、
金ケ崎中学校に依頼しています）。
■その他
▶強制ではありません。
▶取りまとめた誓約書は、7月下旬に奥州警察署長へ提出します。
▶誓約書へ記載した内容については、当該事業外に使用することはありません。
問　生活環境課（内線 2136）

災害時に発令される避難情報が変わります
　改正災害対策基本法が5月20日から施行されることに伴い、災害時の避難勧告が廃止され、避難指
示に一本化されるなど、避難情報が変更されます。
　避難情報を正しく理解し、災害の発生時には速やかに避難ができるようにしましょう。
　なお、避難情報の詳細については、広報かねがさき6月号でお知らせする予定です。

警戒レベル これまで（改正前） 警戒レベル これから（改正後） 内容

5 災害発生 5 緊急安全確保
高所への移動、堅固な建
物への避難等、緊急に安
全を確保する

4 避難指示（緊急）
避難勧告 4 避難指示 低いところなど危険な場

所から全員避難する

3 避難準備・高齢者
等避難開始 3 高齢者等避難※

高齢者や障がいのある人
は、危険な場所から避難
する

※高齢者に限らず、川のそばの低地やがけ崩れのおそれがある場所など、早めの避難が望ましい場所の
居住者は、地域の状況によりこのタイミングで自主的に避難することが望ましい。
問　生活環境課（内線2131）

まちからのお知らせ


